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東　堂　　　明

◎起　　　立 板倉 利男 ＳＡＡ

◎友情の握手 板倉 利男 ＳＡＡ

◎点　　　鐘 上野 敏郎 会　長

◎開 会 宣 言 板倉 利男 ＳＡＡ
ロータリーソング

　我等の生業　　　　　　

◎会　　　食

会長挨拶 上野 敏郎 会長

　７月10日、市内５クラブの会長、

幹事10名で地元報道機関及び帯広市

長に役員の就任の挨拶をしてきまし

た。市長訪問の時は「双葉幼稚園」に

ついて話をしてきました。当クラブ

が過去に例会場として提供を受けた

こともあり、米沢市長も卒園された

幼稚園でもあるし、廃園にはなっているものの101年の

歴史のある幼稚園であるので、帯広市の歴史ある建造物

として保存をしてもらいたいとお願いしてまいりました。

　また、私は今、週に２～３回帯広市図書館に行って、

古い新聞を閲覧し、様々な足跡を探しています。昭和40

年の１月１日の地元新聞を拝見していたところＲＩの元

理事でもありました裏千家15世の千宗室さんが「不易流行」

というタイトルでコラムを書いていました。千家元はお

茶の世界でいう「且
し ゃ

座
ざ

喫
き っ

茶
さ

」という言葉を使っておりまし

た。意味は、ちょっとお茶でも飲んで一服しませんかと

いうことですけれど、昭和40年の頃の世相は乱れている、

不景気であるという背景を受けて、少しゆっくり物事を

考えてみませんかと表現をされていました。それから50

年を経過した今、日本も帯広も様々な課題を抱えており

ますが、焦って間違った方向に行かないように我々ロー

タリアンは、お茶を飲みながらいい街をつくれるような

活動をしてまいりたいと思います。

会務報告 加藤 昭治 幹事

◎帯広東ＲＣ臨時総会

　日時　７月21日（火）　12時30分

　場所　日航ノースランド帯広

◎帯広東ＲＣ夜間移動例会

　日時　７月28日（火）　18時30分

　場所　とかち村

◎例会終了後、臨時理事会を開催いたします。

委員会報告 

▲

ローターアクト委員会

 深澤 佳世子　委員長

　８月30日（日）６時～18時までソフト

ボール大会が開催されます。当クラブ

は10時から１時間程度参加したいと思

いますので、お気軽に参加してくださ

い。エコキャップ、リングプル、古切

手、使用済みテレカを収集しますのでご協力お願いいた

します。▲

親睦活動委員会 加藤 武志　委員長

　７月28日（火）18時30分～とかち村ミ

リオンサンテにて夜間例会を開催しま

す。多くの方の参加をお待ちしており

ます。

ニコニコ献金 親睦活動委員会　高田 進 委員

毅上野 会長　市内５クラブの会長、

幹事で市長、新聞社への挨拶回りを

してきました。いよいよ“始まった

なぁ”! の気持ちです。よろしくお

願い致します。

毅加藤 幹事　来週はガバナー補佐の公式訪問です。多

くの会員のご出席をお願い致します。

毅板倉 会員　熱中症に気を付けましょう。

毅齊藤 会員　内山会員の卓話を楽しみにしてニコニコ

します。

毅内山 会員　卓話をさせていただきます。ありがとう

ございます。

毅相澤 会員　本日、プログラム担当例会です。よろし

くお願い致します。
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毅加藤（武）会員　毎日健康で元気に働けること、過ごせ

ることに感謝します。（熱中症に気をつけて）

出席報告 出席委員会　相澤 和彦　委員長

７月７日（火）　出席31名に訂正します

７月14日（火）　出席25名

プログラム プログラム委員会　相澤 和彦　委員長

【会員卓話】

テーマ：「和を尊ぶ心と人生」 内山 智洋　会員

　６月23日は沖縄戦70周年の日で

すが、先日、仏教連合会の関連で

初めて沖縄に行って参りました。

見学コースが沢山あり、ひめゆり

の塔や海軍の司令部壕などにも行

ってきました。１万85名の方が北

海道から出兵して戦死しています。

全国で１番多いそうです。実は戦

死ではなく、暑さと飢えと病で亡くなった方も多かった

ようで、火炎放射器で焼き殺されるということが沖縄戦

の実体であったようです。戦争の悲惨さは沖縄の方々の

心に刻まれています。

　戦争を起こさないためにどうするか。憲法９条を唱え

ていれば戦争は起きないのでしょうか。もっとしっかり

言及すべきではないでしょうか。現在、国会でも議論さ

れておりますが、なかなか真髄が見えてこないですね。

　憲法９条で戦力を持たないとあるから日本は戦争をし

ないと子供の頃から教育を受けてきました。戦えない憲

法を戦える憲法に変えていくというのが趣旨なのかと思

えます。

　しかし、侵略されたらやり返すのは認められているの

で、戦争が起きてしまうのです。起きてからでは手遅れ

なのです。戦争を起こさないためにどうするか真剣に考

えなくてはならない。現在は束の間の平和という認識を

持つべきで、平和である今だからこそ、戦争とは何かを

考えなくてはならない大事な時期である。現在のように、

憲法の議論だけではいかがなものかと思います。

　ユネスコ憲章でも表現されているように、私は、戦争

は人の心の中から起こると考えています。戦争は人間の

煩悩（欲望）によって引き起こされるものだと思っていま

す。戦争は人の欲望を満たすために引き起こされるもの

なのです。

　日本はかつて、豊かさという自分たちの欲望を満たす

ために、日露戦争経て、満州事変経て、朝鮮半島を植民

地化した。満州に行ったのも自分たちの欲望を満たすた

めではなかったでしょうか。

　欲を抑えることが大切なのであるが、資本主義社会で

は歯止めがきかない、儲かることが良いことであると言

っています。結果として格差が拡がってしまい破綻を生

ずることになると思います。

　お釈迦様は2500年前に仏教を開きました。当時、お釈

迦様は、現在のインドの北方の国の王子でありましたが、

数多くの戦争があり、戦争を無くすためにどうすればよ

いか悩み考え、悟りを開いたのです。仏教は戦争をどう

したら無くせるかという宗教なのです。

　仏教の根幹の教えとして縁起の法があります。縁起の

法とは、物は単体では存在し得ないという考えです。例

えば、このマイクは作った人がいて、さらに改良を加え

た人がいて、販売をする人がいて、買った人がいて、こ

のマイクは多くの人を介在して、ここに存在していると

いうことです。自然界も同様、大木の周りには草木があ

り、土壌に微生物が存在するから大木も生きられる。人

間も然り、人間はたった１人で生きているというのは愚

論で、自分が存在するのは両親がいるからです。10代前

まで遡ると1,024人の両親がいて、１人でも欠けると自

分は存在しないのです。周りがいるから自分が存在する

ということを悟らなくてはならないのです。

　2500年前、階級制度がありました。バラモンという１

番上の階層があり、階層が違うと結婚できない、江戸時

代の士農工商と似たようなものですね。一部の階層の人

達だけがすべての富を握ってしまっていた。お釈迦様は

階級制度が格差を生み、是正しなくてはならないと考え

ました。格差によって生まれた貧しさが苦しみを生んで

いる考え、六
ろく

波
は

羅
ら

蜜
みつ

という６つの修行を提唱しました。

　その中の１つとして布
ふ

施
せ

行
ぎょう

があり、布施行というのは

見返りを求めないで奉仕をすること、見返りが無いこと

なのでなかなか難しいことですが、我慢して実践するこ

とが修行であると言っています。言い方を変えると、自

分がやっている生業が人のためになっているかどうか検

証しなくてはなりません。もし至っていないならば努力

しなくてはならないということです。しかし、最近の世

の中は儲けという見返りがないことはやらないというこ

とになってしまっています。

　仏教では諸行無常という言葉がありますが、儲かった

ときの環境がいつまでも続きません。根っこの部分を進

化させていかなくてはならないのです。これが仏教的な

経済学です。

　貧困を無くすためにどうするか、全力を尽くしていか

なくてはならないと考えています。ぜひとも、皆さんの

力でこれから社会に伝播していきたいと考えます。

　ラジオで聴いた話ですが、ある会社の社長が「社長の

命令は絶対聞くな」と訓示をしたそうです。社長の命令

を聞いていては社長を超えることができないので、社員

１人ひとりが会社をどう良くしていくかということを考

えて進化させてほしいと言っていました。立派なことを

おっしゃると思いました。社員であっても自分の生業を

進化させて変えていくということができれば、その会社

もすばらしい会社になると思います。

　会を想う心は自分が努力したときに語れることであり

ます。組織の和、会社、社会の和は、自分の立場でどう

貢献するかということです。和があるから、すばらしい

目的を達成できると思います。

◎閉会宣言 板倉 利男 ＳＡＡ

◎点　　鐘 上野 敏郎 会　長

次週プログラム 理事会

　7月21日（火）　「臨時総会 :決算・予算」

ゲスト : 第６分区ガバナー補佐　白岩 征之　様

　　　　　　　　セクレタリー　掛村 真二　様


